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"共同注意" の発達的変化 その1 
― ニ項から三項への移行過程に関するエピソードに着目して―
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An episodic analysis about the Transition from Dyadic to Triadic Interactions
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要 約

一乳児を対象とした生後6 力月から1 0力月までの日常的な母子相互作用の観察を通して、ニ項的関係から三項的な 

関係がどのような要因のもとに生まれるかを、主にエピソード記述の手法を用いて検討した。とくに遊びの中で母子 

の共同注意の発達的変化と母親と乳児の行動連鎖について分析した。量的分析の結果、乳児の注視や身体活動量から 

みると月齢とともに乳児から母親に働きかける傾向が増し、母親は逆に乳児に注意を喚起することが少なくなる傾向 

にあった。エピソー ド記述におけるメタ観察の分析からは、 6 ヵ月齢では母親からの注意喚起による三項的相互作用 

への移行が見られるが、 7 ヵ月齢以降は、乳児自身の遊びに母親が応答する形が多くなった。また、 9 力月齢以降は、 

乳児は多様な社会的スキルを示すようになり、共同注意が成立したことをうかがわせた。

共同注意の発達には、月齢によって変化する乳児の行動特徴に呼応する母親の働きかけが重要な役割を果たすこと 

が示唆された。

キーワード：三 項 的関係　共 同 注 意 　エピソード記述

問題

私たち動物は環境と関わりながら生きているが、 

ヒトはとくに他者の行為との協調を生み出す知覚と 

行為の統合的活動、すなわち「相互行為システム群」 

の中で成長するといわれる（Reed, 1996)。すなわ 

ち、乳児期の、「吸乳一授乳丄「むずがり一抱き丄 

「見つめあい丄「微笑みあい」から始まる様々な感 

觉運動的な他者との関係性を経験し、模傲ゃコミュ 

ニケーシヨンといった象徴機能の基礎が形成される 

(遠藤、2005)。とくに生後6 力月から1歲前後に 

かけて成立する母子間の注意の共有という現象は、 

他者との協調を生み出す知覚と行為の統合的活動の 

一例であり、乳児の象徴機能、言語、社会的認知、
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ま己意識の発達に重要な役割を果たすものとして、 

近年注目されている。

乳児の他者との注意の共有について最初に実験的 

に検討したのはスケーフとプルーナ一であった 

(Bruner, 1983/1988)。その後とくに視覚的な注意 

の共有についての数多くの実験的研究から、乳児は 

生後9 力月齢から12力月齢ごろに他者の見ている 

モノに注目するなど他者と視線を共有することが明 

らかになってきた（Butterwotli, 1995、Tomasello, 

1995、矢藤、2007)。

しかし、視覚的な注意の共有の成立日き期およびそ 

の過程については、注意の共有現象とは何かという 

定義の問題と深く関わっており、多くの見解がある。 

例えば、ことぱゃコミユニケーション、他者認知の 

基礎としての共同注意研究の大家であるTomasello 

(1995)は、乳児 が 「他者とは意図を持った行為者
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である」ことを知覚するのは9 力月頃である力共 

同注意の成立そのものはそれより遅く15力月頃で 

あるという。彼によれば、共同注意とは「乳児が对 

象物と母親との間で視線を交互に切り替えて注意を 

配分するエピソ一ドが少なくとも数秒間枝続し、乳 

児が他者の意図性をはっきり認識していること」で 

あり、その成立には相手の注意に追従したり自分か 

ら注意を誘導すること力ぐ含まれている。

Butterwoth (1995)の定義では共同注意とは「だ 

れか他の人が見ているところを見ること」であり、 

視線追跡の有無だけを問題にして母親の視線を追跡 

する乳児の視線の動きを3 段階に設定した。生後6 

力月ごろ出現する生態学的メカニズム、12力月ごろ 

の幾何学的メカニズム、および18力月で出現する 

表象的メカニズムである。ただし、視線のみを指標 

にしているので、子ども力自分が母親と同じもの 

を見ていることに気づいているかどうかが不後定で 

あるという問題点が指キ商されている。

一方最近では、注意の共有をより広義にとらえそ 

の発達過程を検誕する研究が注目されている。例え 

ぱ大嚴（2004a、2004b)は、注意の共有を共同注意 

と呼び、「他者とともに享物に注意を配分し共有す 

る」ことと定義し、注視よりも広い注意という概念 

で説明しようとした。そして共同注意現象は生後9 

力月以前から見ることができ、新生児期から2 力月 

頃は前共同注意というべき時期であるという。この 

時期には母親の顔への枝続的注視という人指向性が 

見られ、母親の振る舞いによっては乳児の注意は持 

続するからである。また生後2 力月から半年までの 

間でも、乳児の情動表現は母親の応答とのあいだに 

随伴性や相« 性があり、母親があやせば乳児の泣き 

は抑制される。また離乳食やスプーン、おもちゃな 

どの対象物を介して注意が持続するなどの三項的な 

関係が始まる。生後半年から1 年頃、乳児は母親以 

外の对象物にま発的に注意を向け始めるが、この行 

為は母親の能動的な働きかけに支えられている場合 

が多い。そこで大嚴（2004a) はこの時期の注意を支 

持的共同注意と呼んでいる。そして、他者と意図お 

よび視線を共有し他者と対象物を共同使用するよう 

な意図的共同注意が成立するのは1歲頃であるとい 

ぅ。

このような広義の解釈によって共同注意はより小

さい月齢から検討されるようになってきた。則松

(2004)は、共同注意を「乳児と母親の注意がぶつ 

かり合い、かさなりあったと解釈される現象」とし、 

これをどのように乳児が経験しているか、また何を 

きっかけに注意の共有現象が成立するかに注目し 

た。則 松 （2004)の享例研究によれば、生後6 力月 

前後の乳児は、母:親からの働きかけによって相手に 

共感する感情や相手の注意を誘尊する力が芽生えて 

くることが示唆されている。一方、Landry et al.

(1989)は、生後6 力月の乳児を对象に実験的手法 

を用いて母親が子どもの注意を対象物に向けさせる 

行為を検討し、母親が子どもの注意を唤起する夕イ 

ミングや注意の定位を促す方略を明らかにした。塚 

田 （2001)は、乳児がモノと遊んでいるニ項的相互 

交渉の場面に、母:親が介入的に对象物を提示した場 

合の乳児の応答性について、 7 か月から12力月ま 

での複数の乳児を縦断的に観察した。その結果、生 

後 9 力月ごろから、乳児は母親のモノ提示に注目し、 

三項的な相互交渉が見られ、その後は、交互注視と 

対象物の提示などが連鎖性をもつようになることを 

示唆した。また矢藤（2000)は、20〜 22力月児を对 

象に母親の注意喚起行動を分析し、母親 の 「注意共 

有方略」は、母親主導の「転換」よりも乳児に合わ 

せ る 「応答」のほうがモノへの興味を持続させるこ 

とを見出した。

このように、発達初期の注意共有の場面では、母 

親の注意喚起方略や発話内容が乳児の行為に大きな 

影響を持ち、乳児の注意を他者やモノに向ける要因 

であることがわかってきた。これまでの研究から発 

達過程を整理すると、注意の共有現象を広まにとら 

えた場合、乳児には生後6 力月から1歳あたりまで 

に共同注意が成立する。そしてその要因としては母 

親の多様な働いかけが一定の夕イミングで、乳鬼の 

行為との連鎖の中で行われること必要であると思わ 

れる。一般に9 力月ごろの乳児は、情報提示的な指 

さしやいないいないぱあ、社会的参照など、身振り 

による他者とのコミユニケーシヨンが盛んになる時 

期である。このころをTomasdlo (1999/2006) は 

The 9-manths miracleと名付け、乳児の社会的認 

知の変革期ととらえている。そしてこの日き期の社会 

的認知の発達には、乳児g 身の注視やモノとの相互 

交渉ばかりでなく、他者の意圆性への気づきや相互
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交渉における情動反応、身振りなどの発達も密接に 

関わりを持っているという。

そこで、本研究では共同注意現象において一つの 

夕一ニングポイントであるといわれる9 力月の乳见 

の共同注意現象に注目する。そしてこれまで実験的 

研究において示唆されてきた母親の注意喚起方略、 

すなわち、注視、応答性、モノ提示、発話およびそ 

れらのタイミングと共同注意現象との関係を、 9 力 

月前後の乳児の享例観察における日常的な相互作用 

において確認する。とくに、 1歳以降で示された母 

親の注意喚起方略「転換」「応答」（矢藤、2000) が 

9 力月前後でも見られるのかを、一定の場面をキÖ出 

して「エ ピ ソ ー ド 記述」（I京岡、2005) によって質的 

に検討する。共同注意現象は、乳児の生活世界に密 

着した日常的場面で出現するものであり、これを直 

接的にまたより分析对象とすることは意義があると 

考えられるからである（則松、2004、塚田、2001、 

吉田、2005、2007)。

ここで研究方法について述べておきたい。本稿は 

ー享例を対象としているためその示唆するところに 

はおのずと限界があると思われる。しかし享例研究 

は、質的研究に位置づけられており心理学研究の黎 

明期から一定の成果を上げ、社会科学や行動科学の 

分 載 で も そ の 有 用 性 は 知 ら れ て い る （Willig, 

2001/2003)。また、現象やテーマによっては、自然 

な文脈の中で生起する行動の過程の確実な分析に 

よってしか解明されない場合もある（Runyan, 1982, 

Dromi, 1987)o さらに事例研究の結果は常に一般イヒ 

可能性が問題となるi f 、享例研究での一般性とは、 

「読み手の了解可能性、公共性というべきもの」（鲍 

間、2005)であるという考え方を参考に、本稿でも、 

読み手にとって了解可能な情報の提示を試み、より 

一般性の高い享例研究を目指したいと考える。

目的

一乳児を对象とした生後6 力月から10力月まで 

の日常的な母子相互作用の観察を通して、ニ項的関 

係から三項的な関係がどのような要因のもとに生ま 

れるかを検討する。とくに遊びの中で母子の視線や 

注意の共有にかかわるエピソードに注目し、三項的 

相互交渉の発達的変化と母親と乳児の行動連鎖につ

いて分析する。このことを通して、母親の注意喚起 

行動の特徴と乳児の共同注意の初期発達の関係につ 

いて考察を深めたい。

方法

観 察 対 象 2007年 10月生まれの男児（A 児）と 

その母親（20代後半)。A 児は周産期から乳期ま 

で正常範囲の発達。生後6 力月から研究協力を依頼 

し、 4 週間に一回程度、計 5 回の観察を実施した。 

今後も2 歳前後まで観察を続ける予定で、了解を得

ている。

手 続 き 学者が協力者のÜ宅を訪問して、日常使 

用しているおもちゃを用いて母子が遊んでいるとこ 

ろをビデオカメラで記録した。記録に際しては、母 

親にはできるだけ对面していつものように遊ぶよう 

にお願いし、每回ほぼ15〜 20分程度撮影した。ま 

た、撮影中はできるだけ状況をフィールドノー ツに 

記» した。実際に訪問した時のA 児の月齢は、第 

1 回目6 力月2 8日齢、第 2 回目7 力月15日齢、第 

3 回目8 力月16日齢、第 4 回目9 力月13日齢、第 

5 回目10力月11日齢、であった。 1 回目は6 力月 

齢の後半ではあ る 力S、 6 力月以内ということなので 

仮に6 力月を代表させたデ一夕として扱っていく。 

実施は2008年 4 月から8 月末までであった。

資料の整理と分析方法各回の20分以上の記録 

の内、状況やカメラに慣れたと思われる（A 児が遊 

びに集中し始めた時から10分間を分析の対象とし 

た。10分間というのは、生後 1年以下の母子相互交 

渉に関する他の研究でも10分程度とされている（塚 

田、2001、矢藤、2000)ことに做った。実際には、 

第 4 回目の記録で、A 児が画面から外れて9 分間し 

か分析対象にできなかったので、各回とも9 分間の 

記録を分析対象とした。これらの記録に対して、量 

的分析すなわちコーディング項目の生起数の変化の 

検討と各回の相互交渉に関するエピソード記述によ 

る質的分析をおこなった。

コーディング項目は、則 松 （2004)およびTomaseüo

(1995)を参照して表1 のように定義した。この定 

義をもとに、各項目ごと、 1分ごとのその生起回数 

をコーディングシートに記ま录し集計した。コーディ 

ングの信頼性を確認するために、第一回目のデ一夕
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表1 コーディング項目と定義

《A児の行動》 《母親の行動》

1 . ま分力S操作しているモノへ 9. i 分が操作しているモノへ

a . 視線の方向 2 . 母親の目へ 10. 子の顔へ

3 . その他へ 11. その他へ

4 . 注意喚起的 12. 状況描写的発話

b . 発声 5 . その他 13. 注意喚起的発話

14. その他

6 . S 発的なモノ操作 15. 注意喚起的モノ操作

C . 身体活動 7 . 母の摸做 16. 子の模做

8 . その他 17. 子への接触

18. その他

a . 視線の方向とは、対象に2 秒以上視線を向けてその視線がほかに移動するまでを1 回と 
して注視回数をカウントしたもの

3 . その他とは、A児の視線が、1、2以外のすべての環境物に对して向けられている場合 
で、母親の手や体を含めて毋親の方に视線が向いている場合も含む

b . 発声とは、ひとまとまりの発声や話し始めから2秒以上の休止までの一連の発話を一回 
とカウントしたもの

4 . 注意喚起的とは、A児の発声が、母親に向けられ注意を唤起していると判断できる場合
1 2 .状況描写的発話とは、モノの命名やA児の行為の解釈（0 0 してるのね）などの発話
1 3 .注意喚起的発話とは、通常より声が高い、抑揚が強い、拍手を伴うなどの注意を意きつ 

ける発話
1 4 .その他とは、上記以外の発話で、ほめたり励ましたりする発話も含む

C . 身体活動とは、体の移動や娶勢の変化および、2秒以上続くひとまとまりの活動を一回 
とした

1 5 .注意唤起的モノ操作とは、モノを振ったりたたいたり音を出すなどの行為 
1 7 .子への接触とは、A児の身体に手をおく、抱くなどの接触した状態

を独立に2 回カウントしその一致率を算出したとこ 

ろ 91% であったのでこの方法でコーデイングを進 

めた。

また、エピソード記述は次のような手続きですす 

めた。まず、各回のA 児のニ項的関係から三項的 

関係への移行に関するエピソード、すなわち「乳児 

がモノをま分だけで操作している状況（ニ項）から、 

母親もしくは乳児の行為をきっかけに母子が注意を 

共有するような相互作用（三項）へと変化していく 

一連の出来享」を抽出し、エピソード記述の手法で 

その意味を分析していく。エピソード記述とはr複 

数のエピソードを重ね合わせて比較考量し、その差 

異と同質性から、メ夕意味を掘り起こすこと」(館岡、 

2005)とされており、エピソード記述に際しては、 

「できごとの客観的な流れを描出し、読み手がおよ 

その共通理解に達することができるように表現」し 

「間主観的に把握した部分やま分の思い、場の雰囲 

気を記述に盛り込みつつその意味をとらえる」（減 

岡、2005)必要がある。そこで筆者もこれに做って、

本稿では観察した各回から3 つのエピソ一ド、合言十 

15のエピソードを抽出しそれぞれに対して（エピ 

ソードの流れ）と （メ夕観察）に分けて記述してメ 

夕観察の内容を比較検討する。

結果と考察

(1) 相互作用における視線の方向一量的分析

母子の対面的な相互交渉において二人の視線はど 

こに向いているのかを知るため、 3 つの対象（自分 

が操作しているモノ . 相 手 . その他）への注視回数 

をカウントした。その結果、図 1 、図 2 のような傾 

向が得られた。これを見ると、A 児は全体として 

は、自分が操作しているモノかその他のところを見 

ており、相対的には母親の顔または目をあまり見て 

いない。ただし、生後 7 力月から10力月半までの 

変化を見ると、徐々に母親の顔を見る回数は増加し 

ているようである。

また、 8 力月半の日き期に、A 児の操作しているモ
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ノへの注視回数が減り、その他への注視が多いのは、 

この回ではビデオを撮りはじめ数分後にやや不機Ü  

となったため、母親がA 児をあやすような働きか 

けをしたからである。すなわち、高い調子の声を出 

しながらおもちゃを振ったりして見せたりしておも 

ちゃに注目させようとし、その結果A 児が母親の 

持っているモノに注視することが多かったためであ 

る。このエピソードについては後述する。

一方母:親の視線の方向は、自分の持っているモノ 

ではなく子どもに向けられることが最も多かった。 

また、その他へはほとんど視線は向かわず、子ども 

かモノかに集中している。さらにA 児の結果と同 

じく、母親も8 力月半の時期に子への注視が減って 

いる。これは、母親が、A 児が不機嫌になった時に、 

A 児の顔ではなくま分の操作しているモノに注目 

しながらA 児に働きかけていることを示している。

このように、母子の相互作用における視線の方向、 

すなわち遊んでいるときに何を見ているかを比較し 

てみると、子どもはおもちゃや周りを見ており、母 

親は第一に子どもを見ている。すなわち、視線の方 

向だけから見たとき、 9 力月前後の母子相互交渉と 

は、子どもがおもちゃで夢中になって遊び、母親が 

それを見守る、という交渉であること力巧^唆される。

(2) 相互作用における発声について一量的分析

A 児の発声を注意喚起的な声とその他に分けて 

カウントしたところ、図 3 のようになった。おおよ 

その傾向としては月齢とともに発声は増えてくる。

8 力月半の時期に注意喚起的発声が多いのは、先に 

述べた不機ぽな声による母親への呼びかけのような 

発声が多かったためである。

母親の発声内容は、図 4 に見るように8 力月半の 

時期まではそれ以前の時期とよく似た傾向である。 

すなわち、注意喚起的な発声とその他に分®される 

発声が多く、状況描写的な発声が少ない。 9 力月半 

の時期は、 3 種類の発声の頻度はほぱ同じである。 

これは、このときの遊びの内容に関係している。こ 

の回の遊びは、母親主導で「魔法瓶からお茶を注い 

で飲ませる丄「箸に見立てたプロックでも小さなプ 

ロックをつかんで食べさせる」というもので、その 

ため母親の発声は「コンコンコン」と注ぐ音をまね 

たり、「あ一ん」「むしゃむしゃ」「あ一おいしい」な

どの状況描写的な発声が多かった。また、10力月半 

の時期は、A 鬼が母親にやや背中を向けるような位 

置に座りなおし、プロツク遊びに熱中する場面が続 

いた。そこで、母親の発声は相対的に少なくなった 

といえよう。

図 3 と図4 を比較するとわかるように、全体とし 

て、子どもの発声より母親の発声が多く、母親の発 

声では、注意喚起的なものが多いといえる。

(3) 相互作用における身体的な活動について一 

量的分析

A 児の身体的な活動について、図 5 に見るように 

3 分類して生起数をカウントしたところ、どの時期 

もま発的なモノ操作が最も多く、母親の行為につい 

ての模做はほとんど見られなかった。その他に含ま 

れる身体の移動などの大きな動きは多少みられた。 

特に、 8 力月半の時期の不機嫌な状態では毋親の方 

へ移動したり体をゆすったりする行為が多かった。

母親の身体活動は、図 6 に示すように注意喚起的 

なモノ操作やその他が多く、子どもへの接触や模傲 

は少なかった。二人とも、モノ操作をしながら对面 

している状況にあるということができる。

(4) 三項関係への移行的母子相互作用のエピ 

ソード記述

観察されたビデオ記録から、「A 児の注意がモノ 

だけ向かっている状況から、そこに母親が力'入し何 

らかの三項的相互作用が生まれるような一連の出来 

享」（およそ1 、2 分）を、各回とも3 エピソード抽 

出した。各エピソードともまず客観的に出来享を描 

写 し （エピソ一ドの流れ)、その意味を共同注意の発 

達過程に照らして考察した（メタ観察)。

エピソード1 : 一回目の記録（6 力月後半）

(エピソードの流れ）母子対面して座り、二人の間 

におもちゃX (20センチ四方の立方体）がおいてあ 

り、A 児は右手でおもちゃY ( 4 センチ太のふた付 

き鏡）を取り上げて左手に持ち替え、それをおもちゃ 

X にこすりつけるようなしぐさをしている。A 児 

はずっと持っているおもちゃのほうを見ており、力 

チャカチャと音をさせている。母親は、しばらくそ 

の様子を見ていたが、「じゃあ、ママ本読もうかな」 

といいながら近くにあった本を拾い上げてパラパラ
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とめくり、少し音読をする。その本は以前からA 

児が一人で遊んでいたものという。A 児は、手の動 

きを止めて母:親が声を出した夕イミングで母親のほ 

うを数秒間見上げて、またおもちゃY をこすりつ 

ける遊びをする力すぐに腰を浮かすようにして母 

親の本に手を抑ぱす。

母親は「A ちゃんも読むの？ じゃあ、これ……」 

と言いながら、A 児が両手で本を持てるようにして 

支えながら頁をパラパラとめくってみせる。A 児 

はそれを自分でもち、パラパラとめくる。母親は本 

を支えながらそれを見ている。

(メ夕観察）A 児ははじめニ項的行為が続いていた 

力S'、母親の声をきっかけに母親の持っている本に與 

味を示して少しの時間だが一緒に操作する、という 

三項的関係の萌芽的行為が見られた。母親の注意唤 

起による支持的な共同注意現象といえる。気に入っ 

た モ ノ （本）という要因もあろう。

ピソ一ド2 '回目の記録（6 力月後半)

(エピソードの流れ）A 児は右手でおもちゃY を 

操作しながら下を向いていたが、母親が別室にいる 

記 録 者 （筆者）に对して歌を歌っていいかと少し大 

きな声で質問したので、母親の顔を見上げる。その 

後母親は、A 児の顏を視き込むようにして、両手を 

前に出して指を一本ずつ立てながら指遊びの歌を歌 

いだす。A 児は手を止めて母親の指もしくは顔を 

ずっと見ている。歌の後半になって、A 児が下を向 

いておもちゃのほうを見たので母親は、A 児の両頗 

を指で触りながら歌を続け、A 児がまた母親のほう 

に注目した。その後母親が、歌の終りのところでA 

児の顏に自分の顔を近づけるとA 児も顔を母親に 

くっつけるようなしぐさをした。

(メ夕観察）母親の介入により動作と歌という共通 

のテーマのもとでの相互作用である。ここではA 

児は積極的な反応は見せなかったがおもちゃ操作を 

中止して母親の指に注目しており、歌の最後にま分 

から母親の顔に近づけるようなしぐさをするなど、 

注意を共有していたと考えられる。

エピソード3 : —回目の記録（6 力月後半）

(エピソードの流れ）A 児が体温言十を床から拾って 

おもちゃX にあてたり、打ち付けたりしている。 

母親は鼻歌（古時f十の歌）を歌いながらA 児のおも 

ちゃ操作を見ている。そしておもちゃX の上部の

ふたを開けて中からおもちゃZ (約 3 センチ西方の 

立方体、おもちゃX の付属品）を3 、4 個取り出す 

と、はじめA 児は持っていた体温計を放してふた 

に手を出し、 2 、 3 度ふたを開閉したりする。母親 

がふたを半開きでおさえて、手のひらの上のおも 

ちゃZ を 「はいどうぞ」と差し出すとA 児はそれを 

右手で 1 個つかんで、おもちゃX にあてたり振っ 

たりする。母親が、今度はおもちゃX の上部のつ 

まみを引っ張り上げるとギギ一と音がする。A 児 

はそのつまみに手を出し、母親がつまみをA 児に 

渡すと、A 児がそれを少し引っ張って音をさせる。 

その後、母親は、A 児が引っ張るのをやめたときに 

おもちゃZ のうちの一個をA 児に差し出す。する 

とA 児はあいている手でそれをつかんで、両手の 

おもちゃをそれぞれ別々におもちゃX に当てたり、 

落としてまた拾ったりして遊ぶ。

A 児はしばらくして左手のおもちゃを放して、今 

度は近くの体温計をつかんで振ったり、斜め後ろの 

ソファの上のほうに手をf申ぱしたりする。このとき 

母親が、「ちょうだいそれ」と手を出すと、A 児は体 

温言十を母親に渡したので、母親は「わ一 、 A ちゃん 

がくれた一」と声をだす。

(メ夕観察）母親の誘導によって母親の持っている 

ものをモノを操作するという三項的な相互作用が始 

まっており支持的共同注意現象である。また、母親 

にモノを渡す場面もあり、やりもらいという相互作 

用の萌芽がみられる。

エピソード4 : 二回目の記録（7 力月半）

(エピソードの流れ）母子対面して座り、二人の間 

におもちゃX がおいてある。A 児はおもちゃZ を 

一個ずつ両手でもち、力チカチと打ち合わせている。 

母が、おもちゃを持たずに同じように両手の握りこ 

ぶしを合わせる動作をし、拍子をとりながら「力チ 

力チ、力チカチ」と声をだすので、A 児は時々母親 

を見たり、周りに目をやったりしながらおもちゃZ 

を両手で打ち合わせる。少し体をゆすり嬉しそうで 

ある。母親は「じようずじようず、力チカチ、力チ 

力チね」などといい、しばらく二人で同じ動作を繰 

り返していた。

(メ夕観察）A 鬼のg 発的なおもちゃ操作を母親が 

模傲し、A 児の行為が強化された。これは、子ども 

のま発的な遊びに母親が呼応することによって、
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テーマが共有された状況といえるだろう。 

エピソード5 : 二回目の記録（7 力月半）

(エピソードの流れ）母親は、カメラのほうに道っ 

ていったA 児を抱いて元の位置に座らせ、「A ちゃ 

んの好きな本を読もう」と本を取り出してみせる。 

对面して座る位置にいる「動物のあかちゃん…… 」

と母親が声を出すと、A 児は母親を見上げ、本に手 

を出す。母親がそのまま読むと左手で本を触って、 

今度は両手を出して自分で本を持ちしばらく見入 

る。その後本を開閉したり、おもちゃX のうえに 

ボンと音を立てておいたりする。母 は 「本好きだも 

んね」といいながらA 児の頭をなでる。A 児が少 

し本を両手で持ち上げて顔が隠れたので母:親は、「い 

あないいないぱあ、してるの？」と声をかけ、顔を 

のぞきこむ。A も少しの間母親を見上げている。 

そしてA 児は両手で持ち上げ本で顔が隠れる。母

親がまた「いないいない.....」という。母親がちょっ

と間をおいて「ぱあ」というとA 児は本を下して母 

を見る結局5 回これを繰り返した。母親が夕イミン 

グをあわせているのかA 児が合わせているのか判 

別できない。夕イミングよくあげさげするので母:親 

が手を打ってほめたり、顏を視き込んだりする。A 

児も顔を隠すときは前かがみになり、本で顔を隠そ 

つとするよつに見えた。

(メ夕観察）母親が乳児の意図を了解して乳児の遊 

びをチーマに三項的な相互作用が始まっている。ま 

たその相互作用を持続させるために母親は働きかけ 

を行っており、支持的な共同注意の状況であるとい 

ぇょう。

エピソード6 : 二回目の記録（7 力月半）

(エピソードの流れ）不機まな声を出して母親に 

抱っこされようと例れ掛かる。母親はちょっと抱い 

てまた対面して座らせる。A 児は床にあった黄色 

い円盤のおもちゃを拾って操作する。母親はしばら 

くそれを見ていたが、ビニールの繩とびの總を取り 

出して、両手でもむように丸めて音を立ててみせる。

A 児がちらとこれを見る。また、母:親は繩とびの 

取っ手のところを両手で別々につかんで、「力チカ 

チ……」と 10回以上調子をつけてリズミカルに打 

ち合わせてみせる。するとA 児が手を出すので母 

親は丸めたネ道を渡す。A 児は片手で取っ手を為り、 

ひっぱったり他の手に持ちかえたりする。また片手

でひものところをもって上にあげたり下げたりしな 

がら母親をちらっと見る。母:親が「こっちかしてね」 

とひもの余った部分を持ってひっぱったり揺らした 

りすると、A 児も總の取っ手とひもをもって同じよ 

うに引っ張る。母:子で引っ張ったり揺らしたり、共 

同的な動きに見える。その後、取っ手を持った両手 

を頭の上のほうに持ち上げたり、おろしたりを何度 

も繰り返す。上げるときは視線も上向きになり、母 

のほうを見る。

母親が「上手やね、A ちゃん上手やね」と声をか 

けながら脇の下あたりを両手でさする。

(メ夕観察）母親の誘導によって毋親の持っていた 

モノを介した遊び、三項的相互作用が始まる。声を 

かけたり、体に触るなどの感覚的な強化も含めた支 

持的共同注意の場面である。

エピソード7 : 三回目の記録（8 力月半）

(エピソードの流れ）母:親が複数のプロックで藥の 

形をつくりながら「コケコッコ一 、 コケ一 コッコッ 

コッコ.… 」と高い声を出す。斜め横にいるAjrB 

は微笑しながら母親と鶴（高さ20センチくらい）を 

見て、肩も上下させて「あ一、あ一あ一」とかすれ 

たような小さな声で答える。自分もプロックを一片 

もっていてこれを上げたり下げたりしながら声を出 

している。母親力、、「A ちやんはこれを使つて、マ 

マはこれを使うから」といくつかプロックをA 児 

の前に置いて自分はまた鶴を完成させようとする。 

そして同時に「コケコッコ一、コケ一コッココ…… 」 

という。このとき母親はA 児を見守るというより 

自分のプロック投作に熱心に取り組んでいる感じが 

した。

A 児は毋親の鶴の形に組み合わされたプロック 

を見たり、ま分の持ったひとつのプロックを容器に 

出し入れしながら「あ一あ一」と大きな声を出す。 

二人の発声は何か二重奏のようでもある。

(メ夕観察）同じものを見ている時間は少なく二人 

は並行遊びをしているが、A 児は、母親の発声やプ 

ロック操作に触発されて、自分も声を出し、プロッ 

クを操作しているように感じられる。ニ項的関係と 

三項的関係の中間に位置する相互作用と考えられ、 

共问注意レは至っていない。

エピソード8 : 三回目の記録（8 力月半）

(エピソ一ドの流れ）母:親が二つのプロックを組み
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合わせて風享のようなものをつくり「ほら、風車、 

まわしてみ一」 とA 児に差し出すとA 児は大きく 

目を見開いてじっと見て、左手を出してさわり、回 

し始める。回転が止まると何度も回す。A 児が手 

を休めたときに母親も同じものに手を出し回す。し 

ばらくして母親が「もっと大きいのにしよう」と風 

享をいったん自分のほうに持って行ってプロツクを 

追加していると、A 児は rわ一、あ一」と体をゆすっ 

て不機嫌な声を出し体を乘り出して風車を触ろうと 

する。そして母親が大きくなった風車を見せると手 

は出さないでじっと見ている。母が、風車状になっ 

たプロツクをA 児の手に近づけてやると、A 児は 

少しふれて母親が回す風享を見ている。また機嫌が 

悪くなり不機嫌な声を出して母親のほうに抱きつく 

ように体を近づける。母親はA 児を片手で抱きと 

めながらも、「ほらおおきくなったよ丄とさらに風 

享を大きくして回してみせると、A はいったん動き 

を止めて風車を振り返りちょっと手を出し、しばら 

く見ている。そしてまた母親に抱きつくので母親は 

風車をおいてA 児を抱いた。

(メ夕観察）母親の誘導によって母親の持っている 

おもちゃへの操作が誘発され、共同注意現象が見ら 

れた。またおもちゃ操作を誘導され不機»な情動も 

緩和された。

エピソード9 ：三回目の記録（8 力月半）

(エピソ一ドの流れ）母親が床に並べたプロツク、 

布絵本、ぺツトボトルのほうへはいはいで近づき、 

布絵本に手を出してそれを抑えながら座位になる。 

すると偶然、布絵本に付属していたスイツチが入っ 

てメロディが始まる。母:親のほうをみたので母親が

厂あ、じょうず」といって、「夕ン夕ン夕ン」と唱和 

しな力s'ら、その本に手を出し、ページをめくって「ほ 

らこれ、A ちゃんお風呂、A ちゃんねんね」といろ 

いろ見せて話している。A 児は一緒に本を見てい 

るとまたスイツチが入ってメロディがなりだすと、 

A は体をゆする。そして両手でパチパチと拍手す 

る。母親が「う一ん」と顔を近づけニコニコ見守る。

厂パチパチするもんね」といい、メロディに合わせ 

て母親も拍手をする。メロディが止んでもA 児は 

他のおもちゃを手にもったまま体をゆすって母親の 

ほうを見る。そこで母親はA 児の動きに合わせて 

手拍子をしながら「うれしい？ A ちゃん？」とい

う。そしてスイッチを入れて拍手をしながら小声で 

歌う。A 児は母親を見上げメロデイにあわせるか 

のように体をゆすり母親を見上げたり音源の布絵本 

を見たりする。メロデイが止まるとしぱらくしてま 

た母親を見上げて体をゆするので、母はスイッチを 

入れメロデイに合わせて歌いながら拍手をする。す 

るとまたしぱらくして体をゆすったり手に持ったお 

もちゃを振っ.たりする。

(メ夕観察）母親の誘導的な遊びとA 児のま発的 

身体活動によって共同注意現象がはじまった。母:親 

の応答的な行為ぱかりでなく、メロデイによって情 

動が喚起されそれが乳児の注意を強化していると思 

われる。

エピソード1 0 :四回目の記録（9 力月半）

(エピソ一ドの流れ）魔法瓶やプロックを前に二人 

でやや斜めにむきあっている。A 児は腰を浮かし 

ながら、いろいろなおもちゃをひとつずつ拾い上げ 

て手に持って、それを見たり放したりしている。母 

親が、魔法瓶の中蓋を手にとってはじめは「もしも一 

し」と電話のまねをしていた力S、A 児が関心を示さ 

ないので、目の前で振ってみせる。振ると音がする 

ので、A 児は右手に魔法瓶をもったまま、母と蓋を 

見上げる。母が蓋を「ア一面白かった、置いておこ 

う、ここに」といいながら、A 児のまえに置くと、 

A 児はその蓋の動きに合わせて視線を動かし床に 

置かれたふたをすぐ左手で拾い上げて、母親と同じ 

ように振って音を出す。振りな力s'ら、母を見たり、 

カメラを見たりする。嬉しそうな表情で、情緒的な 

交流もはっきり認められた。

(メ夕観察）母親の持っているモノの動きに合わせ 

て注視し、それを振って母親を見る、という場面は 

視線の共有を伴う共同注意の状況である。母親が子 

供の注意を引くようにモノを動かしたことや声をか 

けたことが乳児のモノへの注视をもたらしたと思わ 

れる。またこの場面は、母親の行為の模傲も見られ 

た。

エピソード1 1 :四回目の記録（9 力月半）

(エピソードの流れ）魔法瓶の蓋や魔法瓶、プロッ 

クが床にあり、A 児はそれらを散らすようになで 

て、その後魔法瓶の蓋を手にとってなでまわす。母 

親がロの中で「ココココ」というのでA 児は少し母 

を見上げた。そして蓋をコップのようにして飲む真
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似をする。母親が「う一ん、上手」「上手やね」とA 

児の頭をなでる。そして、「はい」といって、母親は 

魔法瓶と蓋をもってお茶をrとくとくとく」といっ 

て注ぐ真似をし、飲む真似をする。A 児はそれを見 

上げている。母が今度は「はいどうぞ」と蓋を渡す 

と、ふたを両手で抱え込んで飲むように口をつけ、 

結局蓋を紙める。母は「うんおいしい一」「う一んお 

いしいね一」とA 児の顔を視き込み、その紙めるし 

ぐさに合わせていう。再び A 児のもっている蓋に 

お茶を注ぐ真似をして「はい丄「とくとくとく」と 

わたすと、A 児は蓋をなめ、母:を見たり周りをみた 

りする。

(メ夕観察）A 児のま発的な操作に母親が呼応する 

ような共同注意現象が見られた。

エピソード12 : 四回目の記録（9 力月半）

(エピソードの流れ）A 児は母親の手の動きを見た 

り母親を見上げたりするがすぐに母親の持っていた 

棒状プロックを2 本ともま分で取って、皿 （ふた） 

に押し付けたり、頭の上に持ち上げたりする。そし 

てそのプロックを床につけたり耳に当てて母親を見 

る。耳に当てるとき母親は「あ、もしも一し」とい 

う。母親はA 児のまえにビンのふたやかごを並べ 

て、他のプロックで叩いてみせる。A 児は始めはた 

たく真似はしなかったが、母親が魔法瓶を叩いてそ 

れまでよりは大きな高い音がしたので、そちらに棒 

状プロックを持ったまま手を伸Iぱして魔法瓶に接触 

させる。母親と同じ叩くという行為ではない力S'、同 

じものに手を伸ばして当てるような打ちつけるよう 

なしぐさである。母親 が 「じょうず」といって、魔 

法瓶を支えて、A 児がプロックを当てるのをつづけ 

させている。

(メ夕観察）A 児の行為に意味づけして応答する。 

またおもちゃ操作を誘導し、支キま的な共同注意現象 

が出現したが、魔法瓶の音という効果が注意を引き 

つけたようだ。

エピソード1 3 :五回目の記録（10力月半）

(エピソ一ドの流れ）A 児が棒に房のついたおも 

ちゃを「あ一」と声を出して持って振り母:親のほう 

を見る。母親も見守っている。A 児が、右横のほう 

にある透明のプラスチック容器(上部があいている） 

に、房のついたおもちゃを「あ一」といいながら差 

し込むように触れさせる。そのとき容器が動いて

A 児のおもちゃが触れなくなったので母親が容器 

を支えて容器のあいている上部をA 児のほうに向 

けると、A 児！は 「つか'一、あ'一」といいなから房の 

おもちゃを中にいれて、手を放す。母親が「あ一上 

手」というとちらっと母親のほうを見た。今度は母 

親のもっている容器を自分で両手で持って、中の棒 

を取り出し、容器だけを何回も振る。この間はその 

遊びに熱中した。

(メ夕観察）A 児ははじめ母親におもちゃを提示し 

た。またモノを操作しながら母親を見ており社会的 

参照の瞬間であろう。その後もモノ操作に熱中する 

力ぐ発声や母親への注視があり、母親の支持を前提に 

操作していると思われる。

エピソード1 4 :五回目の記録（10力月半）

(エピソ一ドの流れ）A 児は小さなうちわを拾い上 

げ、右手で何回も仰ぐようなしぐさをする。母親が 

房のついた棒を持って揺らしながらA を見ている 

と、母親のほうをちょっと見て「う一」といってう 

ちわを差し出す。「はいありがとう」といって母親 

が受け取ると、A 児は母親の持っている房のついた 

棒をとる。

そしてそれも放して、母親と逆のほうに体を倒し 

て道って行こうとする。そこで母親が房のついた棒 

をひろって、房のついたほうを見せながら「ぱんぱ 

んぽん、ぽんぽんぽん」と自分の顔の上のほうで弧 

を描くように振ってみせる。A は振り向いてすわ 

りなおし、小さなうちわを拾いながら母親のほうを 

見上げる。母親の振るのを見ながら、自分もうちわ 

を振る。母はずっと、ぽんぽん……と節をつけなが 

ら振って、そのおもちゃをA 児にわたそうとする。 

そのとき、A 児も持っているうちわを「う一」といっ 

て差し出すが、母親が受け取ろうとしても手を離さ 

ずまたg 分でも操作し始めた。それを母が見守って 

いるとしばらくして、自分からうちわを「う一」と 

いって差し出し毋が「ありがとう」と受け取ると手 

を離した。

(メ夕観察）母の遊びに誘導されて振るという動作 

を共有しており、三項的相互作用の状況である。ま 

た、発声をともなう "モノのやりもらい"という相 

互作用も見られた。

エピソード1 5 :五回目の記録（10力月半）

(エピソードの流れ）A 児は、ばらばらのプロック
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が沢山はいっている容器を横向きに（上部の開放部 

分が右手になるように）両手でもって、ザックザッ 

クと音をたてながら振っている。その際右手に小さ 

な円形プロックをもったままである。母親はこれを 

見守っていて、 この小さなプロックを取り除こうと 

したがしっかり握っているようで、取れなかった。 

そこでA 児は右手にプロックを持ったまま容器も 

持って5 、 6 回振り続けていたが、偶然中のプロッ 

クが2 、 3 個一度に出てきて、それを見てさらに容 

器を振ると、中のプロックがほとんど出てしまう。 

その後「あ一」といって容器を右手で持ち上げ、母 

を見ながらそのほうにさし出す。母は「ありがとう」 

と容器をつかむがA は離さずそれを自分の前に戻 

して両手で支えて「あ一」といいながら司1 き込む。 

母も真似るように「あ一」という。その間、A 児は 

ずっと右手には小さなプロックを持ったままで容器 

をつかんでいたが、容器を駆き込んでそのプロック 

を中に入れ（手を放す）、そしてまたすぐそれを容器 

から取り出して母親のほうを見ながら「あ一」といっ 

て差し出す。母 親 も 「あ一」という。

(メ夕観察）A 児は二つのモノに同日きに注意をむけ 

るようになっている。また母親のほうにg 分から声 

とともにおもちゃを示してして注意を共有しようと 

した。ここではA 児主導による三項的相互作用が 

見られた。また母:親は子どもの声の模做という支キき 

的行動を示した。

( 5 ) エピソードから見た共同注意の発達的変化

各月齢のェピソード記述におけるメ夕観察を整理 

し、共同注意の発達的変化について考察する。

6 力月齢では、 3 つのエピソード（エピソード1 

〜 3 ) とも、初めはニ項的な遊びをしていた乳児に 

对して母親がま分の方に乳児の注意を向けさせる形 

で、支持的共同注意現象が認められた。しかし短日き 

閩しか続かなかった。その注意の对象は、乳児の気 

に入ったモノ、歌、指遊び、などである。このよう 

母親の注意喚起行動を矢藤（2000)は 「転換」と定 

義し、20〜 22力月の乳児においてその後の注意の 

共有的行為はあまり持続しないという結果を得てい 

る。本享例でも「転換」後の注意共有の持続時間は 

短いが、 1歲前の乳児にも「転換」によって共同注 

意を誘導することが示されたといえよう。

7 力月齢では、 3 つのエピソード（エピソード4 

〜 6 ) のうち、エピソード4 と5 はA 児のニ項的な 

遊びに対して母親が呼応して共同注意現象が認めら 

れ、その後の母親の支持や強化によって三項的な相 

互作用が持続している。これを「応答」という注意 

喚起行動ということができる（矢藤、前出）。エピ 

ソード6 は、母親が自分の遊びに乳児を誘導する「転 

換」によって共同注意状況が生まれた。そして先の 

6 力月齢のエピソードより長く、共同注意状態が持 

続している。

8 力月齢のエピソード7 では、平行遊びのように 

母子共に互いに積極的には関わらないが、乳児は母 

親の発声に応じて自分も声を出し、場を共有してい 

るように感じられる。場の共有は岡本（1986) によ 

れぱ三項的なコミュニケーション基礎であるが、共 

同注意には至っていない。エピソード8 では、母親 

の遊びに誘導される「転換」によって共同注意がし 

ぱらく続いた。また、エピソード9 では、乳児の身 

体 活 動 （拍手、上半身を揺らす）に母親が応答する 

ことでテーマの共有という共同注意的な現象が見ら 

れた。

9 力月齢のエピソード10では、母親がA 児の見 

ているモノを操作して見せて、A 児がそれをま発的 

に手を伸ばしてつかんで同じ操作をしながら母親を 

見る、という遅延模做のような現象が見られた。エ 

ピソ一ド11では、A 児の自発的な操作に母親が応 

答する共同注意現象が見られた。エピソード12で 

は、母親はA 児の行為に意味づけして応答した。 

またおもちゃキ桑作を誘導し、「転換」によって支持的 

な共同注意現象が出現した。このとき、魔法瓶の音 

も乳児の注意喚起に一定の役割を果たしていると思 

われる。

10力月齢では、エピソードの13、14において、母 

親へのモノの提示や社会的参照という現象が見られ 

た。ここでは発声と共にま発的にモノを操作する 

に対して、母親が応答するかたちで共同注意が 

持続した。また、発声をともなう"モノのやりもら 

い" という相互作用も見られた。エピソード15で 

は、A 児はモノ操作の途中で発声と共に母にモノを 

提示した。母親は、子どもの声を模做しており、こ 

れは共同注意を持続させる効果があったと思われ 

る0
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以上をまとめると、 6 力月齢では母親からの注意 

喚起によって三項的相互作用への移行が見られる 

が、 7 力月以降は、乳ま身の遊びに母親が応答す 

る形の多くなってくる。とくに、 9 力月以降は、共 

同注意場面において乳児からのはたらきかけ、すな 

わち母親へのモノの提示や社会的参照、さらにはモ 

ノ の "やりもらい"などの多様な社会的スキルが出 

現している。

ここまで述べてきた共同注意の現象は、数 10我 

程度のかなり短時間であり、母親の有効な支持や注 

意喚起行動がなければ続かないものである。その意 

味で、この日き期の共同注意は萌芽的で支持的共同注 

意 （大蔽、2004a)現象ではあるが、母親の注意方略 

の 違 い（転換と応答）による乳児の反応の違いが、

1歲前にも出現することカズ確認された。またその後 

どのように変化するのか、今後も資料を蓄積する必 

要がある。

全体的討論

本稿では、一乳児を対象とした生後6 力月後半か 

ら10力月までの日常的な母子相互作用の観察を通 

して、ニ項から三項的な関係がどのような要因のも 

とに生まれるかを量的質的に検言すした。

その結果、まず相互作用における注視対象の量的 

変化の傾向をみると、乳児は全体としてはモノや周 

りを注視している場合が多いが、母:親を注視する個 

向は7 力月から10力月半にかけて徐々に増える傾 

向にあった。つまり、乳児の注意能力は徐々に自分 

の操作するモノだけではなく、他者との関係性へと 

開かれつつあることをずCしている。~ ■方母親は第一 

に子どもを見ており、このような母親の見守る姿勢 

力も エピソード記述に示唆されたように夕イミング 

よく子どもに関わることのできる要因と考えられ 

る。発声と身体活動の主な量的変化をみると、乳児 

の発声は全体として増加傾向にあり、母親の注意喚 

起的発声は減少している。このことは乳児は月齢と 

ともに母:親に何らかのサインを送る傾向が増し、母 

親は逆に注意を喚起することが少なくても相互作用 

が継続していったということではないか。また乳児 

のg 発的なモノ操作も9 力月半、10力月半のほうが 

それ以前より多くなっており、逆に母親の注意喚起

的なモノ操作は減っている。 このような量的変化に 

は統計的な意味はないものの、エピソード記述の結 

果と比較する材料となろう。

実際、エピソード記述におけるメ夕観察の発達的 

変化をみると6 力月齢では母親からの注意唤起によ 

る三項的相互作用への移行が見られるが、 7 カ月以 

降は、乳児自身の遊びに母親が応答する形が多く 

なってくる。また、 9 力月以降は、乳児は共同注意 

場面において多様な社会的スキル（モノの提不や社 

会的参照など）を示しており、上記の注視や身体活 

動の量的変化と対応しており、質的な記述デ一夕も 

意義をもつということができよう。このような現象 

は、本享例の乳児も、Tomasello (1995) の指キ商する 

ような「他者への意図性の認識」がやはり9 カ月以 

降に顕著になることを示唆するものである。

今後の課題

本享例では10力月半までの観察デ一夕を分析し 

て共同注意の出現にかかわる要因に注目したが、共 

同注意の持続時間は1歲前後から1歳半にかけて長 

くなるといわれている。本享例研究の継続により、 

意図的共同注意のその後の発達についてさらに検討 

する必要がある。また、本享例研究の結果の一般性 

を確認するためにも、他の享例との比較検IEを進め 

ていきたい。
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Abstract

The present s tudy  exam ined w ha t factors cause the transition f rom  dyadic to tr iad ic  in teractions between a 

m o the r and an in fan t, fro m  s ix  to ten m onths old. The m ain approach fo r th is  s tu d y  was episodic analysis. 

Developm ent of jo in t a ttention observed in play and behavioral chains between the m other and the in fan t were 

especially analyzed.

As a resu lt o f analyzing the amount of the in fan t’s visual behavior and body activ ity , the in fan t tended to in te ract 

positive ly  w ith  the m other accordingly by  age each month. In  contrast, the a le rting  of the in fan t by the m other 

became gradua lly  less.

As a resu lt o f episodic analysis, the transition from  dyadic to tr iad ic  in teractions alerted by the m other was 

observed at s ix  m onths old. A fte r  seventh months, the m o ther tended to respond to the p lay of the in fant. 

A dd itiona lly , a fte r nine months, the in fan t started revealing m any kinds of social skills w h ich  suggest tha t jo in t 

a ttention was form ed between the m other and the in fa n t

In  conclusion, i t  has been shown tha t a m other’s approach to the in fan t m ig h t p lay an im portan t role in jo in t 

a ttention and its  development.
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